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「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
」
計
画
に
つ
い
て
、

シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、「
国
の
審
議
状
況
」
と
し
て
、
２
月

に
２
回
開
催
さ
れ
た
中
央
新
幹
線
小
委
員
会

（
以
下
小
委
員
会
）
の
審
議
内
容
と
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
の
波
及
効
果
活
用
に
向
け
た
岐
阜
県

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

２
月
１
日
㈫
開
催
の
第　

回
小
委
員
会
で
は
、

15

昨
年　

月
公
表
の
小
委
員
会
「
中
間
と
り
ま
と

12

め
」
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
、
昨
年　

月　

日

12

16

㈭
か
ら
今
年
１
月　

日
㈮
に
実
施
さ
れ
、
９
９

14

６
件
（
個
人
７
８
５
件
、
団
体
２
１
１
件
）
の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
こ
の
う
ち
約
半
数
の
４
９

１
件
が
長
野
県
内
か
ら
で
、
岐
阜
県
か
ら
は　
10

件
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

寄
せ
ら
れ
た
主
な
意
見
は
、「
大
阪
ま
で
の
早

期
開
業
を
検
討
・
実
現
す
べ
き
」（
２
１
７
件
）、

「
中
央
新
幹
線
の
整
備
効
果
を
踏
ま
え
た
国
土

政
策
お
よ
び
交
通
政
策
に
つ
い
て
、
地
域
の
利

便
性
向
上
お
よ
び
活
性
化
の
た
め
の
国
の
具
体

策
を
示
す
べ
き
」（
１
１
６
件
）、「
国
家
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て
国
が
関
与
し
て
事
業
を
進
め
る

べ
き
」（
１
１
２
件
）
な
ど
で
、
ル
ー
ト
に
関
し

て
は
「
南
ア
ル
プ
ス
ル
ー
ト
を
採
択
す
べ
き
」

が
１
２
２
件
で
、
う
ち
長
野
県
内
か
ら
１
０
７

件
、「
伊
那
谷
ル
ー
ト
を
採
択
す
べ
き
」
が
１
６

７
件
で
全
て
長
野
県
内
か
ら
で
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
環
境
調
査
の
結
果
や
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
が
東
海
道
新
幹
線
大
規
模
改

修
工
事
に
与
え
る
効
果
な
ど
に
つ
い
て
も
議
論

さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月　

日
㈪
開
催
の
第　

回
小
委
員
会
で
は
、
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中
央
新
幹
線
の
整
備
効
果
拡
大
の
た
め
の
駅
と

周
辺
の
整
備
や
コ
ス
ト
低
減
な
ど
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

駅
や
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
リ
ニ
ア
駅

に
期
待
さ
れ
る
役
割
と
し
て
、「
駅
ア
ク
セ
ス
圏

の
拡
大
」
と
「
魅
力
の
あ
る
駅
空
間
の
創
造
」

が
事
例
や
方
策
な
ど
を
挙
げ
て
示
さ
れ
ま
し
た
。

駅
ア
ク
セ
ス
圏
の
拡
大

①
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連
携

　

・
ラ
ン
プ
や
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
高
速
道

路
と
の
結
節
、
大
規
模
駐
車
場
の
設
置
、

高
速
バ
ス
路
線
の
新
設
な
ど

②
鉄
軌
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連
携

　

・
在
来
新
幹
線
と
在
来
線
の
乗
り
換
え
、
在

来
線
の
高
速
化
な
ど

③
乗
り
継
ぎ
利
便
性
の
向
上

　

・
同
一
ホ
ー
ム
乗
り
換
え
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
※
）の

活
用
に
よ
る
乗
り
換
え
円
滑
化

魅
力
の
あ
る
駅
空
間
の
創
造

①
複
合
的
施
設
・
機
能
の
整
備
に
よ
る
利
便
性

の
向
上

②
安
心
・
便
利
・
快
適
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

③
個
性
豊
か
な
デ
ザ
イ
ン
な
ど
に
よ
る
魅
力
の

創
出

④
地
球
環
境
保
全
へ
の
配
慮
、
地
域
と
の
協
力

・
調
和

　

ま
た
、
コ
ス
ト
低
減
な
ど
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
平
成
２
年
か
ら
始
ま
っ
た
山
梨
実

験
線
で
の
技
術
開
発
や
試
験
走
行
の
経
緯
と
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
、
今
後
取
り
組
む
事
例

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

論
点
ご
と
の
審
議
は
今
回
で
終
了
し
、
次
回

小
委
員
会
（
３
月　

日
）
で
は
最
終
答
申
案
に

23

つ
い
て
の
審
議
が
行
わ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、

「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」
の
発
生
を
受
け

小
委
員
会
は
中
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
で
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
波
及
効
果

を
活
か
す
戦
略
づ
く
り
の
た
め
、
県
や
東
濃
地

域
の
市
町
村
、
経
済
界
、
観
光
関
連
団
体
や
有

識
者
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
県
議
な
ど
で
構
成
す

る「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
地
域
づ
く
り
研
究
会
」

を
平
成　

年
７
月
に
立
ち
上
げ
、
そ
の
下
に
作

21

業
部
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

今
年
３
月
に
は
、「
リ
ニ
ア
基
本
戦
略
」
の
素

案
が
ま
と
め
ら
れ
、
作
業
部
会
に
提
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

基
本
戦
略
（
素
案
）
に
は
、
基
本
戦
略
と
と

も
に
戦
略
策
定
の
背
景
・
必
要
性
や
本
県
が
直

面
す
る
課
題
、
リ
ニ
ア
開
業
が
も
た
ら
す
効
果

／
影
響
、
地
域
づ
く
り
を
支
え
る
基
盤
づ
く
り
、

今
後
の
進
め
方
な
ど
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
目
指
す
姿
と
し
て
、

①
「
地
域
外
か
ら
人
を
呼
び
込
み
、
交
流
人
口

を
増
や
し
、
地
域
の
消
費
を
拡
大
」

②
「
他
の
地
域
に
産
品
を
売
り
、
所
得
を
稼
ぎ

出
す
」

が
挙
げ
ら
れ
、
３
つ
の
基
本
戦
略
と
そ
れ
ぞ
れ

の
戦
略
と
取
り
組
み
の
方
向
性
が
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。（
左
表
）

　

今
後
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
概
略
の
ル
ー

ト
と
駅
位
置
が
示
さ
れ
た
段
階
で
、
リ
ニ
ア
を

活
用
し
た
具
体
的
な
取
り
組
み
、
駅
機
能
と
そ

の
周
辺
整
備
、
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
の
方
向

性
な
ど
具
体
的
に
地
域
振
興
策
を
盛
り
込
ん
だ

「
リ
ニ
ア
活
用
戦
略
」
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

問 
ま
ち
づ
く
り
課
（
☎
内
線　

）
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回
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会
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委
員
会
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基本戦略（目指す姿、３つの基本戦略）
取り組みの方向性戦略の方向性基本戦略

①個性ある観光地づくり
1）首都圏などからの
　観光誘客

１
リニアを活かした

観光交流人口の

拡大

②情報発信と誘客活動

③受入れ体制の充実

④新たな観光ルートづくり2）リニア駅を拠点
　とする広域観光
　の展開 ⑤広域的な連携体制づくり

⑥外国人向け観光メニュー
　づくり

3）拠点空港からの
　アクセス利便性
　を活かした海外
　誘客

⑦情報発信と誘客活動

⑧外国人の受入れ体制の充実

①岐阜の魅力の発信

1）移住・定住、
　二地域居住の推進

２
リニアを活かした

新たな住まい方の

実現

②移住・定住二地域居住先と
　しての魅力ある地域づくり

③受入れ体制の整備

④岐阜の魅力の発信2）若者の県外流出
　抑制 ⑤Ｕターンの促進

①情報発信と誘致活動
1）本県の強みを
　活かした企業誘致

３
リニアを活かした

産業活性化

②受入れ体制の充実
　（企業ニーズの把握）

③新たなビジネス展開の促進
2）リニアを活かした
　地域産業の活性化 ④県産品のブランド化と販路

　拡大

⑤関連企業の誘致3）総合車両所を
　活かした地域
　経済の活性化 ⑥観光資源としての活用

 
岐
阜
県
の
取
り
組
み

※ＩＣＴ（Information and Communication Technology）情報通信に関す
る技術一般の総称


